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概要　分娩 時の 胎児心拍数図記録 に も新 しい 方式 の 1MHz 超音波 ドプ ラ 法 と 自己相関計式心 拍数計を

組合わ せ た 分娩監視装置が用 い られ る よ うに な り，従来の 2，5MHz 連続波 ドプ ラ 法に 比 べ ，よ り明瞭な

記録が得 られ る よ うに な つ た ．し か し
一

方で は 母 体信号に よ る と思わ れ る曲線が混入 する と い う報告も

あ り， 新 し い 1MHz 装置の有用性 を検討 した ．

　NST で も1MHz 超音波と 自己相関計式心拍数計を用い た方が，従来の 2．5MHz 連続波 と 自己相関計

式心拍数計を用い た 場合よ り も胎児心 拍数図が明瞭に記録で ぎた ．各 々 の 全記録時間に対する胎児心拍

数図記録不 良時間は O 〜6、6％ （2、8± 2，1％）， 2，1〜23．5％ （8．7± 62 ％）で 両群間に は有意差があつ た

（P＜ 0．01），
　分娩第 2 期 に お い て も新 し い 1MHz 装置 を 用 い た 胎児心 拍数図 と直接誘導胎 児心 電 信号 と 自己相 関

計式心 拍数計を 用 い た胎児心拍数図 を 比較 し て も，記録不 良時間は 各々 32 ％，2．0％と ほ ぼ同 じで あ り，
し か も排臨以後は 1MHz 装置を 用 い た方が良好に 記録 で きた ．1MHz 超音波を 用 い た 場合 は 51％の 症例

で 分娩 1分前 ま で 良好 な 記録が得 られ た．雑 音は ある が判読可能な もの は 36％あ り，こ の 両者 を合 わ せ

る と87％が分娩 1分前ま で 胎児心拍数図 の 評価が可能で あつ た．

　自験例 55例中に は 胎児 心 拍数図 に 母体心拍数図が混 入 し た症例 は な か つ た が，数百 回 に 及 ぶ分娩中 の

ル ー
チ ン の 胎児心拍 数図中 2 例 に 母体心 拍数図混入 の 症例 があつ た ．こ の 2症例 も超音波プ ロ

ーブ を他

の 適切 な部位 に 移動 させ る こ とに よ り，母体 心拍数図混入 は み られ な くなつ た 。注意深 く胎児心拍 を聞

ぎ分け る こ と に よ り母体 心拍等 の 雑音 の 混 入 は 避 け る こ と が で き る．

Synopsis 玉mproved 　FHR 　records 　were 　obtained 　by　the　 use 　of 　a 　new 　l　MHz 　 u 互trasound　transducer　 and

autocorrelation 　heart　rate 　meter ．　 The　results 　were 　compared 　with 　conventional 　2．5MHz 　continuous 　wave

ultrasound 　device．　 The 　rate 　of　the 　loss　of　FHR 　recording 　was 　O　to　6．6％ （2．8± 2．1％ ）in　the　new 　device，
and 　it　was 　2．1to　23．5％ （8，7± 6．2％）三n　the　old 　one ，　 The　loss　of 　FHR 　record 　in　the　2nd　stage 　of 　labor　was
32 ％ when 　l　MHz 　ultrasound 　and 　new 　device　were 　used ，　and 　it　was 　2．0％ with 　direct　fetal　ECG 　signa 互using

scalp 　electrode 　and 　the 　same 　device．

　More　clear 　record 　was 　obtained 　with 　use 　of 　ultrasound 　at　a　crowning 　of　fetal　head　than　that　of 　direct　fetal
ECG ，　 In　the　use 　of 　IMHz 　ultrasound ， 51％ cases 　in　55　patients　shQwed 　undisturbed 　FHR 　record 　l　minute

before　deユivery　of 　the　fetus、　 Slightly　noisy 　but　analysable 　FHR 　record 　was 　obtained 　in　36％．　Hence，　the
FHR 　records 　were 　clearly 　evaluated 　unti 口 minute 　before　delivery　of　the　infant　in　87％ of 　the　cases ．

　Maternal 　heart　 rate 　 signal 　 was 　 mixed 　 with 　FHR 　 in　 2　 cases 　in　 routine 　intrapartuエn 　 u ！trasonic　FHR

mon 三toring ．　 However
，
　the 　 maternal 　 signal 　disappeared　 after 　 moving 　the　transducer 　to　 other 　 position

where 　fatal　heart　beat　was 　more 　clearly 　detected．

Key 　words ： Pulsed　ultrasound ・Continuous　ultrasound ・Direct　fetal　ECG ・Autocorrelation　system

　　　　　　　　　 緒　　言

　超音波 ドプ ラ法 は 分娩第 1期 は もち ろ ん
， 分娩

第 2 期で も胎児心 拍の 検出が容易で ある た め ， 穂

垣 ら
1 ）

の 開発した 自己相関計式心拍 数計 と組 合わ

せ て 分娩 監視装置 に 頻用 されて い る． しか し従来

の 2．5MHz 連続超音波 ド プ ラ 法で は
， まだ分娩第
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2期の 陣痛発作時に 母体の 怒責に よ る腹壁か らの

雑音が多 く，胎児心拍数図記録 が困難 な こ とが多

か つ た．近年 これまで よ り周波数 の 低 い 1MHz 超

音波が用 い られ，直接誘導胎児心 電信号に よる胎

児心拍数図 と比 較し て も遜色の な い 記録が得 られ

る よ うに な つ た 3）

．し か し一
方で は 自己相関計式

心 拍数計を用 い る と胎児心拍数曲線以外 の
，

お そ

ら く母体信号に よ る 曲線が混 入す る と い う報告
5）

もあ る の で ，送 受 兼用探 触子 を 用 い た 新 し い

1MHz 超音波を用 い た 自己相 関計式心拍数計 （以

下1MHz 装置）の 有用性 を検討 した．

　　　　　　　　 対象及 び方法

　当科入院中 の 妊婦 3 例 （双胎 1 例）， 及 び 外来で

IMHz 装置 （space 　average 　temporal 　peak 　10

図 1　胎児下降 に 伴 う超音波 ドプ ラ 探触 子 の 移 動

mW ／cm2 未満）， 2，5MHz 連続超音波（space 　aver −

age 　time 　average 　10mW ／cm2 乗満）を用 い た non

stress 　test2） （以 下 NST と略）各 々 11例 を比較検

討 した．分娩時 の 胎児心拍数図の 記録は 当科で 分

娩 し た 55例 に 対 し て 行 つ た ．

　1MHz 装置を用 い
， 実時間 自己相関計式心拍数

計 を 装 備 した 試 作分娩 監 視 装置 MT810B 特型

（現在市販 の MT810B と機能的に は 同
一

）で胎児

心 拍数図を記録 し，別 の 分娩監視装置 MT810 で

母 体第 1誘導心 電信号に よ り母体心 拍数図を記録

させ ， さ ら に 1例 に 別 の MT810 で ス パ イ ラ ル 電

極を用 い
， 母 体大腿部 に不 関電極 を置 い て 導出 し

た 直接誘導 胎児心 電 信号に よ る胎児心拍数図 を 同

時に 記録 した．ま た 単胎及 び双 胎で 2．5MHz 連続

波装置 と1MHz 装 置を用 い て 胎 児心拍数 図の 同

時記録を試み た ．心拍数演算は共 に 同方式で 行つ

て い る．超音波 プ ロ
ーブ は 分娩第 2期で の 児頭下

降に 伴 い 移動 させ た （図 1 ）．胎児心臓信号が 弱 く

心拍検 出が困難 な場合 は ド プ ラ信号増幅器 の 感度

を 38dB か ら44dB また は 54dB に 高め た ．

表 1　 2．5MHz 装 置 と 1MHz 装 置 を 用 い た 胎児 心

　拍数図 記録不 良時間（平 均，標準偏差）

比 較項 目 2．5MHz 装置 1MHz 装置

NSTn
＝ ll

2．ト 23，5％
（8．7± 6．2）

0　 − 6．6％
（2．8土 2，1）

分娩第 2期
　 n ＝10

5，5− 43．3％
（20．4± 12，5）

2．6ヨ 9．1％
（7，2±5 ，D）

P く O．01

P く 9 ． 1

4，偽 Q く）値 O 墜 　S．S、34 鸞 6D
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 曹燗剛o馬 胴監　　　　　　　　　　　　　 1

1MHt 　US 　 Dop 国 er ．　 飼 SI　　
・一一一｝『一　『”一　「皿一冖｝一一『

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 1　 1　　　 1　 1

図 2　上段 は 送受兼用探触子 に よ る 新 しい 1MHz 超 音波 ドプ ラ信 号 に よ る 胎児心 拍

　数図 （NST ），下段は 陣痛曲線，
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　　　　　　　　　 結　　果

　外来で 施 行した IMHz 装置 ， 2．5MHz 連続波装

置 を用 い た 各 々 11例 の NST で は 胎児心拍数図 の

記録不 良 （欠落，誤記録）時間は 全記録時間の 0

〜6．6％（2．8± 2．1％）と2．1〜23．5％（8．7± 6．2％）

で あ り， 従来 の 2．5MHz 連続 波に よ る もの よ り

1MHz 装置 を用 い た 方 が雑 音 の 混 入 が 有意 に 少

な く（表 1 ， p＜ O．01）， 胎児心拍 数図は さら に 明瞭

とな つ た （図 2 ）．2．5MHz 連続波装置で は子宮収

縮時，特に腹圧が加わ つ た と きに 記録が不 明瞭に

な る こ とが多く，
こ の 時期の 良好 な胎児心拍数図

記録 に は直接誘導胎児心電信号が 用 い られ る こ と

が 多 い ．こ の よ うな時期で も1MHz 装置 は有用で

あ り， 直接誘導胎児心電信号 に よ る胎児心拍数図

と比較 し て も，胎児心拍数図記録不 良な時間は 全

記録時間中，直接誘導胎児心電信号で は 2．0％，

1MHz 装置 で も3．2％ とほ とん ど同 じで あつ た （図

3 ）．さらに 排臨以後 は 胎 児心 電 よ りも1MHz 装

図 3　 蘆接誘導胎児心 電 信 号 に よ る 胎児心 拍数図 （上 段 ） と，新 し い 方式の 1MHz 超

　音波 ドプ ラ 醤 号 に よ る 胎児心 拍数図 （中段），及 び 陣痛曲線 （下 段）．
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図 4　 娩出直前 の 胎児心 拍数図．上 段 は 直接誘導胎児心 電信号，中段は 新 し い 方式の

　IMHz 超 音 波 ド プ ラ 信 号 に よる 胎 児 心 拍 数 図，下 段 は 陣 痛 曲 線．
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図 5　上 段 は 発作性頻拍 症 を呈 す る 母 体 ECG に よ る 母 体 心拍数図，中段 は 新 し い 方

　式 の 1MHz 超音波 ドプ ラ信号 に よ る 胎 児心 拍数図，下段 は 陣痛曲線．
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図 6　娩出直後 に 母 体心 拍数図 が 記 録 され た 症例

置 を用い た 方が記録が良好 で ，判読可能 な部分の

み を比較 して も ， 胎児心拍数図の 記録不 良時間は

直接誘導胎児心 電信号で は 22．4％ ，
1MHz 装置で

は 9．9％ と，1MHz 装置 を用 い た 方が良好な記録

が得 られ た （図 4）．

　分娩時 の 母体心 拍数図 と胎児心拍数図を 30例に

つ ぎ比較 した が，胎児心拍数図 に母体血 流，血 管

信 号に よ る 曲線が混入 した例 は な か つ た （図 5）．

し か し胎児娩出後そ の ま ま超音波 プ ロ
ーブを 母体

に 当て て お く と，ひ き続 きや や 不 明瞭 なが ら母体

心拍数図 が記録 され た （図 6）．

　 双胎 の 胎 児心拍数 図記録 で は 共 に 2，5MHz を

用 い る と干渉を 起 こ す た め，従来は NST で は超

音波 ド プ ラ 胎児心臓信号 と マ イ ク ロ ホ ソ に よる胎

児心音信号 ， 分娩時 に は 超音波 ドプ ラ信号 と直接

誘導胎児心 電信号 の 組合せ で 同 時記 録を行つ て い

た が
， 1MHz 装置 と2．5MHz 連続超音波を用 い れ

ぽ双方の 胎児心拍数図が明瞭に記録可能で あつ た

（図 7）。

　1MHz 装置 を用 い た 分娩 時 の 胎児心 拍数図 55

例中28例，約51％で は 胎児体幹娩 出の 約 1 分前 ま

で 胎児心 拍数図 に ミ ス カ ウ ン ト や脱落が少 な く明

瞭 な記録が得 られた ．雑音 は あ る が 全体 と し て 心

拍数図判読可能な も の は 20例 ， 約36％ ， 娩 出前約
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図 7　双 胎の 心 拍数図（NST ）．上 段 は新 しい 方式の IMHz 超音波ドプ ラ 信 号，中段 は

　2．5MHz 連続波 ドブ ラ儖号 に よ る胎児心拍数 図 ， 下 段 は陣 痛 曲線
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図 8　母 体心拍 数 図 が 混 入 した と思 わ れ る 症例

10分間 の 子宮収縮時 に 心拍数図 記録不十 分な もの

は 7例 ， 約 13％で あつ た ．感度上昇 に よ り記録 が

改善 し た もの も 9 例あつ た ． 自験例 55例 中に は 母

体信号の 混入 は な か つ たが，そ の 他の 当科
一
般使

用の 2例 に 母体信号の 混入 と思わ れ る例 があつ た

（図 8 ）．

　　　　　　　　　考　　案

　 Fukushirna　et　al．
4）et胎児心臓 ド プ ラ信号を用

い
， 自己相関計式心拍数計で 記録 し た 胎児心拍数

図 と，直接誘導胎児心 電 信号 に よる胎児心 拍数 図

を比較 し ， 自己相関計方式で は 信号 の脱落や偽 り

の 信号が あ り， 直接誘導胎児心電信号の 方が よ い

と報 告 し て い る．確 か に 従 来 の 方 式 に よ る 2．5

MHz 連 続波 ドプ ラ 信 号 を用 い れ ばそ う で あ る

が ， 1MHz 装置 を用 い れ ば直接誘導胎児心 電信号

に 匹 敵す る胎児心 拍数図が得 られ た ．

　1MHz 装 置で は 従来 の 2．5MHz よ り超音波 の

減衰が少な く，
ま た 本装置で は

， 連続波で送信 ，

受信に 分け て 用 い た 複数の 振動子を
， 全て 送受兼

用 で 用 い るた め ， 送信，受信面積が大 きくな り，

ド プ ラ信号検 出範 囲も広 くな つ た．また，1MHz

装置で は 反射波受信 に レ ン ジ ゲ ートが ある た め
，

純粋の 連続波で は 主要な雑音で ある腹壁 信号 を拾

い に くくなつ た ．母 体信号 と思わ れ る曲線が混入

した 2 例 は 共 に 主治医 ， 助産婦不 在の ときに 記録

され て お り，
プ ロ

ーブ の 位置を胎児心 臓信号 の よ

く検出で きる位置 に 置 きか える こ と に よ り母 体信

号 と思わ れ る曲線は消失 した．母体信号の 混入は

プ ロ
ーブを適切な位置 に 置 く こ と に よ り防止 で き

る と思わ れ る．理 想的に は，母体信号 と胎児信号

の 相違 を明 ら か に して 母 体信号を除外す る方法 を

検討す る の がよ い と思わ れ る ．も う一つ の 問題 と
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56e 送受兼用探触子 に よ る 新方式 の 胎児心拍数図の 検討 日産婦誌40巻 5号

して ， 胎児心 拍数図記録不 十分 なもの の な か に は

モ ニ タ
ー

の 胎児心臓信号 は 明瞭に 聞 こ え る が
， 排

臨発露時 に，実際の 心拍数の 半 分の 数 を記録 し て

しま う， い わ ゆ る1／2カ ウ ソ トに よ つ て
一

時的に徐

脈様 に な る もの もあつ た が，探触子 の 位置を調整

し
， 或い は 心 拍数演算を さ ら に検討す るな どで 改

善で きる もの と思われ る．排臨後 は直接誘導胎児

心電信号で は記録不十 分の こ ともあ り， む し ろ新

し い IMHz 装置 の 方が 分娩時に 有用 で あつ た．

　本論文の 要旨は 第20回 日塞新生児学会総会お よ び eg　7回

日 本 ME 学会 中 国 四 国支 部 大 会 で 発 衰 した ．
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